 　地域密着型サービス運営推進会議記録(第３回）　
	 　施　設　名
	 社会福祉法人　心和会
　　　　　デイサービスセンター悠和

	 　施設種類
	 地域密着型通所介護

	 　開催日時
	 令和元年１２月１９日　１４時～１５時

	 　会　場
	 悠和館　相談室

	 　参　加　者
	利用者家族代表
	  　１名

	
	地域住民代表
	１名

	
	有識者
	 　 １名

	
	市職員
	  　１名

	
	事業者
	 　 ２名

	  報告事項
	

	 １本年度の活動報告
 　7月から12月までの主な活動について、小学校との交流会、
 ボランティア来訪、毎年恒例は敬老悠悠まつり、低学年の子供
 を招いての運動会、100歳記念の式など利用者の方とともに楽
 しんだ活動の報告でした。
 ２利用者現状報告
 　７月から12月までの利用者の稼働率は70％～80％で、今後
 は90％を目指すとの報告でした。
 ３市よりの実地指導について
   11月に市によるデイの書類の点検並びに調査がありました、
 結果書類の整理並びに報告など正確に処理されているとの評価を
 もらいました。少しの書き加え等の指導がありすぐに書類報告
 しました。
 ４防火・防災訓練について
 　国、県からの通知・通達並びに職員の防火・防災訓練につい
 て説明しました。

	 質疑応答
	

	 １利用者より
  利用者の方から「前に住んでいた所は、南海地震の津波で大
 きな被害があったので新野のケアハウスに来ました。」「また
 次の大きい地震も近いと言われるので心配しています。」との
 話がありました。
 ２地域の人より
 　悠和館は福祉避難所になっていますが福祉避難所と指定避難
 所はどんな違いがあるのでしょうか？
 ３事業所より
 　大きな災害の場合1次避難は指定された避難所で、そこでの
 生活が無理な人が福祉避難所に来られると理解しています。
 ちょうど市の方が来ていますので聞いてみます。
 ４市より
 　福祉避難所は２次避難所ということですが、１次避難所から
 次の２次避難所にどの方がどのような方法で行かれるという詳
 しいマニアル等は、まだ十分ではありません。今後の緊急課題
 として市へもち帰って検討します。
 　次回の運営推進会議は令和2年6月位に予定します。

	


